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Ⅰ はじめに 

 BSC はコミュニケーションマネジメントに

有用なツールである。BSC におけるコミュニ

ケーション研究は，戦略コミュニケーション，

コーポレートコミュニケーションなど多岐に

わたっている。しかし，実際に BSC を運営す

る過程でおこなわれるコミュニケーションの

把握は困難である。 

 

Ⅱ 目的 

本研究は，コミュニケーション構造の分析を

試みる Jakobson のコミュニケーションモデル

を基に，BSC が持つコミュニケーション機能

の一端を明らかにする。 

 

Ⅲ 研究方法 

Jakobson（1960）のコミュニケーションモデ

ルを管理会計に適用している先行研究（例：

Pärl，2012；Huang and Nemoto，2022）に基

づく文献研究をおこなう。 

 

Ⅳ 考察 

Jakobson のコミュニケーションモデルには

発信者，受信者，コンテクスト，接触，コード，

メッセージの６つの構成要素がある（図 1 参

照）。 

 

図 1 Jakobson のコミュニケーションモデル 
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出典：Jakobson，1960，p.3 より一部変更 

 Quesado et al.（2018）は BSC が他部門との

円滑なコミュニケーションを可能にすると主

張している。この主張に拠るならば，BSC はコ

ンテクストを共有するコミュニケーション機

能を持つ可能性がある。 

コンテクストとは，メッセージが効果を発す

るために必要な機能であり，受信者が理解でき

るような言語または言語化可能なものが該当

する（Jakobson，1960）。具体例として各職能

が持つ特性や組織文化などがあげられる。 

  

Ⅴ 結論 

Jakobson のコミュニケーションが持つ 6 つ

の構成要素のうち，BSC は主としてコンテク

ストを共有するための機能を有する可能性が

ある。すなわち，BSC の作成者と利用者，マネ

ジメント層とスタッフなどの間で生じるミス

コミュニケーションを軽減する可能性がある。 
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